
1.はじめに

工 事 名 　平成29年度　準用河川前の川橋梁架替工事

施 工 箇 所 　焼津市　石津・石津向町　地内

発 注 者 　焼津市　都市政策部　土地区画整理事務所

工 事 内 容 　土工 　仮設工

　橋梁桁製作(工場製作) 　構造物撤去工

　橋梁上部工(桁架設工，橋体工，橋面工) 　舗装工

　踏掛版工 　区画線工

　橋梁下部工(橋台工，基礎工) 　浚渫工

　護岸工

　本工事は、焼津市南部の市街地を流れる準用河川前の川に架かる「前の川橋」の架替え工事であ

る。本橋梁が位置する小川島田幹線は、焼津市及び藤枝市の南部を横断し島田市に至る都市計画道

路であり、また、小川島田幹線は県道焼津榛原線，県道静岡焼津線等の主要道路も接続することか

ら通勤車両も多く、地域住民の生活道路として常時交通量が多い箇所である。

　本稿では、施工に際し工夫したことについて述べる。

橋梁架替工事における施工の工夫点について

地区名　(一社)静岡県土木施工管理技士会 島田地区

会社名　岡村建設工業株式会社

執筆者　石田　栄志

　　　　　　(技術者登録番号：00217071)

施工前：前の川橋 施工前：小川島田幹線



2.現場における問題点

　新しい橋は、上部構造と下部構造を剛結一体化させ、門形ラーメン構造の橋梁とするイージー

ラーメン橋である。上図は本橋の橋梁一般図で、橋梁の規模は橋長12.3m，有効幅員22.0m、施工

延長は28mに及ぶ。

　本工事の現場における主な問題点は、以下の4点であった。

　①現場内における作業員の動線の確保

　　　施工箇所である河川の左右岸を作業員が行き来する際に迂回しなければならず、タイムロス

　　が生じる。

　②地域住民への騒音，振動対策

　　　住宅や店舗が多い市街地での施工においては、地域住民の生活等周辺環境に配慮し、如何に

　　して騒音，振動の低減を図るかが課題となる。

　③鋼矢板圧入施工における問題点

　　　道路側の鋼矢板圧入について、事前調査の結果鋼矢板裏側の法面を掘削した場合、当初設計

　　の鋼矢板長L=6.0mでは自立しない恐れがあることが判明。

　　　また、河川側の鋼矢板は、大雨等による出水時に水圧がかかると倒壊する恐れがある。

　④冬期施工におけるコンクリート打設管理

　　　計画工程において、スラブコンクリートの打設時期が12月以降となることから寒中コンクリ

　　ートでの施工となる。そのため、コンクリートの養生対策(乾燥によるひび割れ，初期凍結防

　　止)が課題となる。
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1） (　　)内寸法値は、直断面寸法値
　を示す。

2）本図における河川断面は斜率を考慮
　し、道路中心線位置での計画河床

　(▽-0.869)で記載する。桁下は▽2.253

　(上流側地覆端での堤防高)より上方
　に位置させる。

既設橋梁

▽2.253(上流側地覆端での堤防高)

桁下はこれより上方に位置させる
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河川測点NO.7+11.555：河床高=-0.847、堤防高= 2.253
道路測点NO.0+6.008：路面高(CL)= 2.967

A2橋台
NO.0+13.253

A1橋台
NO.0+0.953

河川測点NO.7+11.631：河床高=-0.847、堤防高= 2.253

道路測点NO.0+14.281：路面高(CL)= 3.106

(準
)
前

の
川

既存 Bor_No.1

新規 Bor_H28-No.1

河川測点NO.6+6.191：河床高=-0.890、堤防高= 2.210

道路測点NO.0+8.187：路面高(CL)= 2.984
河川測点NO.6+5.99 5：河床高=-0 .890、堤防高= 2.210

道路測点NO.0-0.08 6：路面高(CL )= 2.903
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：既設杭（出来形図より）

：計画杭（均等割り）

：計画杭（調整案）
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・ 前 の 川 橋 ＝ N o . 6 + 1 8 . 8 4 8

・ 計 画 河 床 勾 配 ＝ 1 / 6 0 0

・ 計 画 高 水 流 量 ＝ 3 0 m 3 / s

・ 計 画 河 床 高 ＝ - 0 . 8 6 9

・ 計 画 高 水 位 ＝ 1 . 6 3 1
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松杭

鋼管杭（中掘り工法：セメントミルク噴出攪拌方式）
φ600,t=12～ 9mm(SKK490),L= 13.5m,N=10本

鋼管杭（中掘り工法：セメントミルク噴出攪拌方式）
φ600,t=12～9mm(SKK490),L=13.5m,N=10本

IP.34(河川 )
IA=21-14-0

R =100.0

TL= 18.75

CL= 37.06
SL=  1.74

IP.35(河川 )

IA=2-4-53
R =500.0

TL=  9.08

CL= 18.16

SL=  0.08

IP.1(道路)

IA=6- 17-08

R =11 00.00
TL= 6 0.398

CL=12 0.674
SL=  1.657

標準部：裏込めコンあり

橋梁部：裏込めコン無し

至島田小川島田幹線至小川港

下部工正面図
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アスファルト舗装　t=60mm

防水層（塗膜系）

歩道コンクリート（18-8-25BB）
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川の流れ

添架物(下流側)ΣW=0.4kN/m

・陸閘ケーブル(φ 48鋼電線管)：W=0.1kN/m

・ガス管(φ 150鋼管)：W=0.3kN/m
・支持金具等の重量を含む

・支持金具形状等は管理者にて設計

添架物(上流側)ΣW=0.6kN/m
・水道管(φ 200高密度ポリ管)： W=0.6kN/m

・支持金具等の重量を含む
・支持金具形状等は管理者にて設計

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10 G11 G12 G13 G14 G15 G16 G17 G18 G19 G20 G21 G22 G23 G24 G25 G26 G27 G28 G29

340 340Ｈ鋼桁　28@790=22120

高欄 (SP種)

w=0.5kN/m
高欄(SP種)
w=0.5kN/m

H鋼桁  H300×300×10× 15（SM490YA)
溶融亜鉛メッキ（HDZ55）

アスファルト舗装　t=80mm
防水層（シート系）

調整コンクリート（18-8-25BB）

橋体コンクリート

（30-8-25N）

（下流側）

路線名・橋名

道路規格・設計速度

橋長・桁長

交通区分

諸　　元

小川島田幹線・前の川橋

第4種第2級・V= 50 ㎞/h

12.3ｍ・10.8ｍ

N5交通(B2交通)

設計条件表
項　　　　目

（A1橋台：S1支点部）

G1G2G3G4G5G6G7G8G9G10G11G12G13G14G15G16G17G18G19G20G21G22G23G24G25G26G27G28G29

（上流側）（下流側）

▽2.924

収縮目地工収縮目地工
▽0.055

446 2215枕コンクリート工　23087

Ｈ鋼桁　28@813.5=22778

103 25747 103

基礎杭　5@2800=14000 基礎杭　4@2600=10400 724624
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鋼管杭（中掘り工法：セメントミルク噴出攪拌方式）
φ600,t=12～9mm(SK K490),L=13.5m,N=10本

1500 1500

3000(LEVEL区間)※ FHFH

※将来計画における中央分離帯設置範囲
　中央分離帯の端部を道路計画高(横断勾配の頂点)とする

総幅員 有効幅員＝22.0m

平面線形

縦断線形

横断線形

斜角・設計活荷重

R=∞

起点側2.0293%(上り勾配)
終点側0.4543%(下り勾配)

車道＝2.0%
歩道は将来形を踏まえた摺付け勾配

76°11′42″・B活荷重

交差条件 (準)前の川

地域別補正係数 A1 地域

地盤種別 Ⅱ種地盤

添架物件
上流側：上水道φ200

下流側：陸閘ｹｰﾌﾞﾙφ48、ガスφ150

設計水平震度
レベル1地震動：kh=0.25

レベル2地震動(タイプⅡ)： kh = 0.70

上部工

門型ラーメン橋形式

主要鋼材 H-300x300x10x15 SM490Y

橋体：σck=30N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ

SD345鉄　　筋

トラッククレーン架設架設方法

下部工

門型ラーメン橋、杭基礎形式

裏込め土 γs=19.0kN/m3、内部摩擦角 φ=30°

σck=30N/mm2，SD345ｺﾝｸﾘｰﾄ

鋼管杭SKK490 Φ600 L=13.5m杭基礎

AS2層(N値51の砂層)支持地盤

徒歩・梯子点検方法

検査路無し検査路

舗装補修時は、交通規制を要する
補修時

特記事項

維持管理
条　　件

適用基準等
道路橋示方書・同解説Ⅰ～Ⅴ(平成24年)

静岡県橋梁設計要領(平成26年)

s=1:100
図 面

縮 尺

図面名称

工 事 名

番 号
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3.工夫・改善点と適用結果

前述4点の問題点を改善するために講じた対策及び施工の際に工夫した点は、以下のとおりである。

　①作業員が通行するための仮設橋の設置

　　　作業員が左右岸を移動する際の迂回によるタイ

　　ムロスの抑制と、ストレス無くスムーズに移動で

　　きる動線確保のため、仮設橋を設置した。

　　　これにより作業効率が向上し、また、作業員が

　　歩行者用通路を使用しなくても良いことから、作

　　業中に第三者の通行を妨げることがなかった。

　②騒音，振動を低減させるための工夫

　　≪構造物撤去工：旧橋撤去≫

　　　旧橋撤去の際、周辺環境に配慮し且つ円滑，安全に施工を進めるために使用機械の選定を考

　　慮した。当初設計のジャイアントブレーカーには低騒音型の機械もあるが、コンクリートを突

　　き崩すノミ自体を遮音することは困難であり、また機械の特徴により作業振動も大きくなる。

　　　そこで、取壊し作業の殆どにおいて、ジャイアントブレーカーに比べ低騒音，低振動である

　　大型クラッシャーを用いることとし、随時散水しホコリを抑えながら施工した。

　　≪仮締切工：鋼矢板打込み≫

　　　重なった鋼矢板を1枚ずつ持ち上げる際、鋼矢板同士が擦れて大きな音が発生することがない

　　よう車輪によって滑らせて持ち上げる「パイルランナー」を採用して騒音を防止した。

　　

　　

　③鋼矢板圧入長，施工方法の変更

　　　土圧計算により、道路側の鋼矢板長はL=9.5mで自立することが判明したが、天端を50cm下げ

　　て土圧の軽減を図ることで、鋼矢板長をL=9.0mとした。

　　　また、大雨等による出水時、水圧が掛かり倒壊する恐れがある河川側の鋼矢板は、下流締切

　　部右岸及び左岸の鋼矢板3枚ずつをH.W.L-500で切断することによって、河川側，道路側双方に

　　水圧を分散させるよう施工した。

　　　なお、鋼矢板の落下防止対策として、遠隔操作により鋼矢板の玉掛を外すことができる装置

　　「ラジコンホルダー」を使用した。安全に作業できるのは勿論のこと、圧入完了後クレーンを

　　即時に解放することができたので、作業性が大幅に向上した。

　　　(写真：次頁参照)

作業員用仮設橋

旧橋撤去状況 パイルランナー



　④コンクリート養生方法(期間，温度)の検討

　　　スラブコンクリート打設箇所の養生は、全体を囲うように単管で櫓を組んでブルーシートで

　　完全に覆い、ジェットヒーター4台を設置して給熱養生を行うことで必要な温度を確保した。

　　各ヒーターにはサーモスタッドを設置し、ブルーシート内の温度が一定になるよう管理した。

　　　給熱養生により変化したコンクリート温度と外部温度との差を解消するために、ブルーシー

　　ト内温度を10℃に保った期間：2日の後、予備期間として5℃に保った期間：1日を設け、防寒対

　　策撤去後の外気温との差が極力生じないよう工夫した。給熱養生による内外部の急激な温度差

　　が抑制された結果、コンクリートのひび割れは発生しなかった。

　　　また、乾燥による初期ひび割れ対策として、被膜養生材を散布し水分蒸発を抑制した。

　⑤施工の際に工夫した点

　　≪橋梁工：鋼管杭打込み≫

　　　　杭の鉛直性を保持し杭芯のずれを抑制するため、直交2方向にトランシットを設置し鋼管の

　　　鉛直度を確認しながら、且つ、施工する杭径に合わせて作成した鉄材の枠を、施工箇所中心と

　　　合うよう設置して打ち込み作業の進捗を図った。

　　　

　　　

鋼矢板圧入状況

ラジコンホルダー

コンクリート給熱養生状況

杭心ずれ止めケース直交2方向で確認

ジェットヒーター設置



4.まとめ

　

　本工事において注力したことは、「円滑なコミュニケーションを図る」ということである。

　工期に余裕がない中で、他社作業員と意思の疎通がうまくいかなければ、工事の進捗に影響し事

故につながる恐れもある。そこで、本工事では通常作成する車両系機械等の作業計画書に加え、当

日の作業内容，箇所毎の作業計画書をその場で作業関係者全員で作成し、施工箇所に掲示した。

　1日に何枚も作成するのは大変であったが、現場で皆の意見を汲み上げた結果を総意として明示し

たことは、作業員のモチベーションの向上にも役立ち、私自身にとっても机上で1人で作成した時に

は気付けなかった点を協力会社の方々から教えていただいたことも多々あり、とても勉強になった。

　また、地域住民からも工事について質問を受けることがあったため、工事の様子を写真で示し工

事ニュースとして掲示した。本工事に興味を持っていただいた結果、周辺の店舗の方から声を掛け

ていただく機会も増え、第三者とのコミュニケーションも良好になった。

　コミュニケーションが良好な現場は、指示

を守り現場ルールを順守して「不安全行動を

やめよう」という気持ちが自然と広がり、相

互理解のある活発な安全衛生活動が行われる

現場になると思う。

　これからも様々な現場に携わっていくと思

うが、相手の側に立って考え、相手を尊敬し

たコミュニケーションを変らずに心掛けてい

きたい。

完 成！


